
連休明けから 2類相当から 5 類へ 

3 年以上続いた新型コロナウィルスの分

類が「2類相当」から「5類」に引き下げら

れることになりました。具体的には何が変

わり企業にはどのような影響が出るのでし

ょうか。その対応はどのようになるでしょ

うか？ 

「5類」は季節性インフルエンザと同じ分

類です。2類に該当する結核や SARS などの

扱いと季節性インフルエンザとは扱いが大

きく違います。行政上の扱いも大きく変わ

ってきます。2類の感染症は地方自治体が感

染者に対し就業制限や入院勧告などの行動

制限ができるほか、医療費も自己負担分も

含めて公費で賄われます。新型コロナウィ

ルスも同等の扱いで、行動制限、ワクチン

接種、医療費の公費負担も行われていまし

た。入院患者も原則、感染症指定医療機関

が受け入れ、保健所の届け出も行われてい

ました。5類になると行動制限はなくなり、

保健所の追跡調査や濃厚接触者の特定も行

われません。公費負担も当面はあってもい

ずれなくなります。 

企業への影響は 

これまで企業では新型コロナウィルスに

感染すると労働者や会社の判断ではなく行

政による就業制限がありましたが、5類であ

れば行政による就業制限はなくなり、労働

者が罹患した時、無症状に近い時や濃厚接

触者の扱いで就業制限させられるなどはな

くなりますので企業はほっとしていること

でしょう。 

現行ルール等の見直し 

 企業では慣行化したルールの見直しは急

務です。マスク着用は任意という企業が多

いようですが店舗等で店員さんは当分着け

るところが多いようですし、客側も習慣化

しているのでなかなか外せません。アクリ

ル板の設置、換気、体温測定、アルコール消

毒等も変わるでしょう。黙食などは過去の

ものとなるのかもしれません。パーティシ

ョンを外してコロナの終了を感じる企業も

多くなりそうです。しかし対面で話す窓口

ではパーティションは当面続けてゆくとこ

ろも多いのではないでしょうか。 

 コロナ禍で働き方も変則的になりました。

テレワーク、フレックス、時差勤務、通勤手

当の見直し、書類のデジタル化も進み守秘

義務強化等は今後も続くでしょう。コロナ

を機に働き方が変わった企業もあることで

しょう。 
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新型コロナ 5 類に引き下げ 

その影響は 

今後もWEB会

議は増えるで

しょう。 


